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北海道教育大学青陵会

（北海道教育大学岩見沢校同窓会）

会長 砂 川 昌 之

「新たな時代に向けて」

令和６年度総会を経て、会長に就任した砂川 昌之（すながわ まさゆき）です。
まずもって、早瀬前会長には、本学創立１００周年記念事業の挙行を始めとして、
今後の青陵会の在り方について議論を重ね改革に努められたことに敬意と感謝の意
を表するとともに、新しい時代に向けての同窓会の舵取りに向けて皆様のお力添え
を得ながら尽力いたします。

近年、多様な人材を輩出している本学の状況や新型コロナ禍から新しい生活スタ
イルの中での様々な事業の展開が期待される中、次の2点の課題に取り組みたいと
考えております。
１ 学生支援 多様な人材を輩出している本学学生の活動支援と進路をサポート
します。

２ 現職会員支援 教職員として活躍する会員の拠り所として会を盛り上げます。
そのために、本会の４つのミッションを掲げます。
ア ネットワークを広げる
イ キャリア支援を図る
ウ 大学・学生を支援、
エ 地域貢献
この４つのミッションを具体化するために
（１）母校の教育活動と教職員志望学生への支援
（２）同窓会活動の変革を通した活性化
（３）母校との連携
（４）財政基盤の強化と会員の確保
（５）自己のキャリアを磨く研修・研究の充実
（６）広報活動の改善
６つの基本方針の下、５つの各推進部会と綿密な連携を図り事業を改善・推進し
ていきたいと思います。
また、直近の課題としましても教職員のなり手の不足が指摘されており、教育系
大学の同窓会としても何かしらできることはないかを考えていくことも大切かと
思っております。
本会の会是は「親睦と資質向上」であります。様々な課題がありつつも、会是の
実現に向けて改善を図りつつ本会の活動を盛り上げていきたいと思いますので、ご
理解とご協力をお願いします。どうぞよろしくお願いします。

北海道教育大学青陵会 会長 砂 川 昌 之

巻頭言
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令和６年度 総会報告
今年度、理事長を務めることとなりました三浦新一郎と申します。力不足ではありますが与えられた役

割を果たしてまいりたいと考えておりますので、各会員の皆様には、一層の御理解と御協力を賜りますよ

う、心からお願い申し上げます。

さて、令和６年度総会については、去る５月25日（土）、岩見沢市のホテルサンプラザにおいて、集

合形式で開催することができました。

当日は、オホーツク支部の水野利之支部長、後志支部の島朋朗支部長の進行により議事が進められ、令

和５年度会務報告、会計決算報告、監査報告、令和６年度活動方針及び会務計画案、会計予算案のすべて

が承認されました。また、役員改選については、会長以下の役員が交代する旨承認されました。

以下、総会の概要をお知らせしますので、御一読ください。

令和５年度事業内容及び反省

１ 事務局

(1) 「創立100周年を祝う会」における記念式典や各種事業を大学と一体となって実施

(2) 「同窓会今後の在り方検討委員会答申」を踏まえ、会則の改正に向けた検討

(3) ホームページの更新による積極的な情報発信と会報「道青陵」のリニューアルの検討

２ 総務部

(1) 関係機関への年賀の挨拶業務（令和５年度は実施を見送り）

(2) 大学の卒業式・入学式における祝文の送付及び同窓会入会に向けた働きかけの強化

３ 研修部

(1) 「創立100周年を祝う会」と研究大会の同時開催

(2) 各支部と連携した専門的教育職員の発掘

４ 会員・組織部

(1) 期別同窓会員名簿の作成に係る方針の確定及び各支部との連携によるデータの集約

(2) ホームページの入会フォームを活用した情報集約

５ 広報・情報発信部

(1) 会報「道青陵」112号の発行

(2) 青陵会と大学のホームページ間の相互リンクなど、ホームページの改善と充実

６ 大学連携部

(1) 学生活動支援事業の推進

(2) 学生幹事会の実施と新規卒業生の同窓会入会促進



令和６年度活動計画

１ 事務局

(1) 「同窓会今後の在り方検討委員会答申」を踏まえた取組の加速

(2) ホームページ等での積極的な情報発信

(3) 財政基盤の強化と会員の確保

２ 総務部

(1) 総会及び各種会議の案内・準備

(2) 大学の卒業式・入学式における祝文の送付及び同窓会入会に向けた働きかけの強化

３ 研修部

(1) 「道青陵のつどい」の開催

(2) 専門的教育職員育成のための特別研修会の実施

４ 会員・組織部

(1) 期別同窓会員名簿の作成

(2) 組織実態調査の実施

５ 広報・情報発信部

(1) 会報「道青陵」113号の発行

(2) 情報発信の充実

６ 大学連携部

(1) 学生活動支援事業の継続

(2) 学生幹事会の実施と新規卒業生の同窓会入会促進

７ 会計

(1) 会費納入の働きかけ

(2) 経費節減の推進

５月25日（土）の総会には、何かとお忙しい中、

多くの方に御参加いただいたことに対しまして、改

めて感謝を申し上げます。

例年実施していました総会後の教育懇談会につき

ましては、総会の打ち上げという形で実施しました。

９月21日(土)に、「道青陵のつどい」を開催する

予定としており、学生を含めた多くの方に参加して

いただく機会を企画しております。今後も関係機関

や会員相互の連携・協力に一層努めていくことをお

伝えし、総会の報告といたします。



支部名 支部長 事務局長

札 幌 関 敏 明 田 中 義 直

石 狩 澁 谷 拓 細 田 幸 男

後 志 島 朋 朗 佐々木 淳

小 樽 及 川 年 彦

上 川 鈴 木 一 朗 井 上 真 吉

宗 谷 畑 慎 司

留 萌 豊 崎 東 洋 阿 部 雅 紀

檜 山 草 間 留美子 草 間 留美子

渡 島 浅 野 友 善

空 知 髙 岸 春 二 中 嶋 利 啓

胆 振 大 熊 龍 也

日 高 玉 手 広 昭 片 桐 伸 哉

帯広・十勝 阿 部 英 一

釧路

根室 佐 野 達 也

オホーツク 水 野 利 之 落 合 利 広

高 特 大 二階堂 洋 子

指導主事 因 雅 仁 新 栄 裕

社教主事 川 森 功 偉

公務員・民間 松 浦 靖 高

支部長・事務局長一覧

令和６年度

令和６年８月１日現在

北海道教育大学青陵会

空欄のある支部については、現在、確認中です。



役職 氏名 役職 氏名

名誉顧問 笠 井 端 昭 会計 野 村 知 史

藤 原 光 成 内 田 雅 博

今 井 信 義 総務部長 三 好 孝 央

大 森 啓 司 副部長 小 林 広

安孫子  章 平 後 藤 淳 志

根 津 孝 樽 石 哲 也

顧問 佐 藤 惠 三 澤 田 康 二

参与 荒 川 巌 研修部長 江 幡 佳 代

高 島 康 範 渡 邉 現

高 木 勇 一 杉 島 亜 紀

東 志 昇 木 下 浩 太

会長 砂 川 昌 之 吉 本 忠 司

副会長 小 関 文 雄 会員組織部長 疋 田 博 和

藤 田 祐 二 副部長 尾 見 秀 樹

松 浦 靖 高 長 﨑 卓 也

髙 岸 春 二 箕 田 裕

（札幌） 星 野 誠 一 飯 塚 博 明

（石狩） 若 林 公 一 広報情報部長 神 島 亘 基

（一区） 島 朋 朗 副部長 一ノ瀬 健太郎

（二区） 倉 本 格 克 渋 谷 憲 一

（三区） 浅 野 友 善 小野寺 英 樹

（四区） 大 熊 龍 也 澤 泰 宏

（五区） 小 田 良 秀 作 田 稔

（高特大） 山 下 秀 樹 大学連携部長 五十嵐 吏 加

（指導社教） 竹 見 純 副部長 三 國 均

理事長 三 浦 新一郎 小 林 大 助

副理事長 小 野 篤 夫 高 田 茂 樹

島 恵 二 上 羽 愛 子

米 倉 卓 司 監査 高 田 宏 昭

松 本 伸 彦

高 羅 正 次

役員一覧
令和６年度

令和６年８月１日現在

北海道教育大学青陵会



道青陵の集い
岩見沢校第２講義室を会場として、「道青陵のつどい」が開催されまし

た。前半の研修会では、株式会社北海道企画の秋 山  卓 也 氏（１級
ファイナンシャル・プランニング技能士）を講師に迎え、「NISAって、な
ニーサ？」をテーマとして、講話をいただきました。忙しい生活の中で、
意外と見落とされがちなお金の話。今話題のNISA、iDeCoによる資産活用
や将来のお金のことについて、わかりやすく説明していただきました。

また、道青陵副会長で学校法人田中学園みらい共創
推進部長の松 浦 靖 高 氏より、田中学園における
金融教育の実践について紹介があり、子どもたちの金
融リテラシーを高めるための方法や工夫について考え
る機会となりました。
研修会に引き続き、教育懇談会が開催されました。

昔と雰囲気の変わらない、懐かしい大学生協食堂を会
場として、同窓の仲間との親睦を深めることができま
した。

終了
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